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個人が、新たにお墓を建てたりお墓を移したりすることは、原則認められていません。 

特別な事情がある場合のみ、「墓地経営許可」の申請を行うことで例外的に許可されることがありま

す（お墓を建てたり管理することを法律上「経営」といいます）。 

 

特別な事情がない限り、個人でお墓の設置や移設はできません。 

既設の墓苑や納骨堂を使用してください。 

特別な事情（許可の対象） 

ア 居住地が山間地で、付近に既設の墓地等（公営墓地や寺院の墓苑、納骨堂等）が全くない 

など、やむを得ない事情がある場合 

イ 道路の新設などの公共工事等に伴って、墓地を移さなければならない場合 

ウ 地震や台風等の災害で、墓地が損傷した場合   

       

  



 

１ 墓地経営許可申請の手続き 

（１）提出書類  

ア 墓地経営許可申請書 

イ  墓地とその付近の略図 

   墓地の区域と、その周囲２００ｍまでを含み、道路、鉄道、河川及び人家等を把握できる 

縮尺１／２,５００程度のもの。 

   ※墓地設置場所から半径１００ｍの円を記載すること。 

ウ 墓地の区域の図面、丈量図、公図の写し（隣接地の所有者名を記入すること） 

エ 墳墓の図面（配置図、姿図） 

オ 土地の登記簿謄本（申請前３か月以内のもの） 

カ 墓地の維持管理に関する書類 

キ 周知結果報告書 

ク 申請者以外の所有者その他の権利書の承諾書 

（２）書類の提出部数 各２部 

（３）書類の提出先         お墓を建てる場所がある町の役場 

（４）書類の提出時期 お墓の土地造成前（工事ができるのは許可を受けた後です） 

 

 

２ お墓を建てることができる土地 

（１）許可申請する人の所有地であること。 

（２）許可申請時に地上権又は抵当権等の所有権を制限する物件が設定されていないこと。 

（３）共同所有地など、許可申請者以外の所有者又はその他の権利者がある場合は、権利者から、許可申請者

に対し期限を定めて必ず所有権を譲渡する旨又は地上権等を解除する旨の承諾書を得ること。 

（４）お墓への進入路（通路）があること。 

（５）お墓の面積は、墓地の分譲禁止のため、必要最小限とすること。 

（６）土地（地番）の一部を墓地として申請する時は、経営許可を受けた後、速やかに法務局でその

区域を墓地として登記すること。 

 

３ 周辺住民等への説明 

次の（１）～（３）に、お墓を建てる旨を説明する必要があります。 

（説明した結果を１の（１）提出書類 キ 周知結果報告書に記載して提出します。） 

 （１）お墓を建てる土地に接している土地の所有者  

 （２）お墓を建てる土地の周囲１００ｍ以内にある次の者  

    ア 住家の世帯主 

    イ 病院など患者が入院できる医療施設の設置者 

    ウ 老人ホームなど入所者がいる社会福祉施設の設置者 

 （３）お墓を建てる場所のある町の町長（役場）  


